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県内各地の自治体に伺い、来年度の予算要求や課題に
ついて要望をお聞きする移動政調会が始まった。
今日は、郡山市役所での政調会に参加した。
郡山市は、東京オリンピック・パラリンピック競技大
会での野球・ソフトボールはもとより、事前キャンプ
が可能な各国際競技連盟の技術要件を満たす施設が、
数多くある。

郡山市からの事前キャン
プの誘致はもちろん、世
界各国から様々な支援を
受けた被災地として、世
界に感謝の意を示す為に
も、１つでも多く、県内
での公式競技開催が誘致
できるよう、自民党県連
一丸となって頑張ること
を約束した。

移動政調会で… 2016.10.21

郡山市役所庁議室

調査の二日目、今日は、福島県ハイテクプラザ内にあ
るサイバーダイン社などを調査する。

医療用ロボットの生産拠点と
なる工場を郡山市横塚に建設
中。8月 22日にオープン予
定だそうだ。
生体電位信号を読み取り、考
えた通りに動きをアシストし、
腰部の筋肉などにかかる負担
を 40％低減する。
ロボット医療機器は、益々進
化して行く。

重介護ゼロ社会に向けて… 2016.8.4

郡山市待池台

福島県議会総務委員会の県外
調査の一日目。
三重県庁を訪れ、福島県で原
子力災害収束に向けての国際
会議等を開催する際の参考と
なるよう、5月末の伊勢志摩
サミットに係わる県の組織体
制、サミットを活用した情報
発信について、調査を行った。
大変参考になった。

福島サミットに向けて… 2016.8.23

三重県議会

地域創生・産業振興対策特別委
員会で、(株 )大川電機製作所
福島工場を調査した。
金属加工のリーディングカンパ
ニーとして、航空機関連機器等
の製造を行っている。
エンジンチタン部品などを３次
元キャドで、削り出していた。
大手企業に人材が流れ、人材の
確保と育成に苦労していた。

県内調査で… 2016.8.3

福島市
( 株 ) 大川電機製作所福島工場

６月県議会の一般質問２日目のトップに、久しぶりの
一般質問をさせていただいた。
人口減少に対応した財源の確保や若者の地元への定着、
成長産業分野での IOT に対応したものづくり等につい
て質問した。

人口減少社会に… 2016.6.29

福島県議会議場
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福島県議会総務委員会で、須
賀川市藤沼湖の決壊に伴う被
災地及び今年度完成するダム
の復旧状況について、消防防
災ヘリにより、上空から視察
した。
復旧が順調に進んでいるのが
良く分かった。

県内調査で… 2016.5.19

須賀川市江花地区

自民党県議会議員会で、政策
先進県調査のため、和歌山県
田辺市に出張した。
2004 年に世界遺産に登録さ
れた「熊野古道」を世界に向
け情報発信していこうと、翌
年合併した田辺市が、一般社
団法人を取得し、自ら旅行業
に着手した現状を研修した。
やっぱり世界遺産の存在は大
きい。

着地型観光について 2016.1.26

田辺市熊野ツーリズムビューロー

安積疏水開削事業が日本
遺産に認定され、特別展
示が開催されている。
郡山市は安積疏水により、
当時国内２番目の出力と
なる沼上発電所が建設さ
れ、水力という再生可能
エネルギーによって、製
糸 - 紡績業の発展が促さ
れ、進展してきた。
この功績により沼上発電
所は、平成 21年経産省
の近代化産業遺産に認定

されている。
郡山市は「福島の再エネ先駆けの地」とも言えるこの
事をもっとアピールし、創生総合戦略に都市像として
加えるべきだ。

再エネ先駆けの地　郡山 2016.5.4

郡山市開成館

今日は、委員会の採決が全て
終了した午後から、自民党議
員研修会が行われた。
講師は、自民党本部政務調査
会久保肇調査役。
演題は「TPP 合意に基づく現
状と課題について」。
早急に、夢と希望の持てる農
政新時代の創造に向けて、政
治はもっと努力して行かなく
てはならない。

もうかる農業に向けて… 2015.12.24

福島県庁第一特別委員会室

福島市から浪江を通り、
東電福島第一原発事故
現場まで、上空から視
察飛行を行った。
約千基のタンクが敷地
内を埋め尽くしている
のが、良く分かった。     
汚染水対策となる凍土
壁の本格運用が始まっ
た。
しかし、30～ 40年に及ぶ廃炉作業の全体工程を考え
れば、まだ途についたばかりだ。

視察飛行で… 2016.4.3

福島スカイパーク


